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無線 LAN アクセスポイントを用いる出席管理システム 
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2017 年度から１年生の PC 必携化が始まり、学生は、自分の PC で授業を行うため、これまで使っていた出席管
理システムが使えなくなった。そこで、学生の PC やスマートフォンが、どの無線 LAN アクセスポイント使っている
かを元に出席管理を行うシステムを構築した。 


























理センターや講義棟を中心に、1 台で最大 200 端末
を収容できる新機種を導入し増強を図りつつある。学
生は、各自の ID とパスワードを使い、SSID が







3. 必携化した PC を使う授業の出席確認 
 1 年生後期「情報機器の活用」の授業は、学習の進
捗状況が確認できるよう Moodle という e-Learning
システムを利用している。各授業日に使うコンテンツ
は Moodle 内にあり、学生は ID とパスワードでログイ
ンし「情報機器の活用」のコースを閲覧する際、サー
バに閲覧記録が残る。 
表１ Moodle コース閲覧記録の SQL 検索 
select log.timecreated, FROM_UNIXTIME 
(log.timecreated), log.ip, user.username, 
user.lastname, user.firstname, user.email, 
course.fullname, course.id from 
mdl_logstore_standard_log log join mdl_user user 
on log.userid = user.id join mdl_course course on 
log.courseid = course.id 
where FROM_UNIXTIME(log.timecreated, 
"%Y-%m-%d") =DATE(CURDATE()) and log.eventname = 
"¥¥core¥¥event¥¥course_viewed" and (course.id = 
150 or course.id = 151 or course.id = 121) ; 
－ 41 －
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 上記 SQL により Moodle のコース閲覧記録、利用日
時、IP アドレス、ID、利用者名、メールアドレス、コー
ス名など以下のログ(表 2)が取得できる。 
表 2 Moodle の SQL 検索結果 
2018-01-08 08:22:28 160.28.47.131 1246 ugawa 鵜
川義弘 ugawa ugawa@staff.miyakyo-u.ac.jp 情報機
器の活用 121 




 表 2 の IP アドレスが、どこの無線 LAN アクセスポ
イントを経由しているかは、Prime Infrastructure が
持つ、以下の２つの Web API URL を通じて端末の
情報を引き出す。 
 まず、IP アドレス 160.28.47.131 については以下
の URL(表 3)により、ネットワーク管理ツール内での
固有 Client 名を取得する。 
表 3 IP アドレスから固有 Client 名取得用 URL 
https://pi.miyakyo-u.ac.jp/webacs/api/v2/data/
ClientDetails?ipAddress=160.28.47.131 
 表 3 URL の出力結果 表 4 が出力される。実際の
出力は、XML なので、以下はそこから該当部分を抜
粋したものである。 
表 4固有 Client 名取得結果 XML 抜粋 
<entityId type="ClientDetails" url= 
"https://160.28.250.200/webacs/api/v2/data/Cli
entDetails/423295444">423295444</entityId> 
 これには固有 Client 名 "423295444"を含む、取
得用 URL 表 5 が含まれている。 
表 5 Client Detail 取得用 URL 
https://pi.miyakyo-u.ac.jp/webacs/api/v2/data/
ClientDetails/423295444 




表 6 Client Detail XML の抜粋 
apName: AP-063-05 





updateTime: 2018/01/08 08:22:53 
userName: ugawa 
vendor: Microsoft Corporatio 
 IP アドレスはプールされており、一つの IP アドレス





いである。Moodle で IP アドレスが判明したらすぐに
調べる必要がある。 
 表 6 と、Moodle の SQL 検索(表 2)の記録とアクセ
スポイントの場所を合わせることで、以下のように出席
の記録(表 7)をとることができる。 
表 7 必携化した PC を使う授業の出席記録 
























 ❶図１の QR コードを読み図２の出席状況表示ペー
ジを表示する。 
 
図 1 出席状況表示ページの QR コード 
 




❷図 2 左上の 出席確認コース のボタンを押すと、 
 
図 3 宮城教育大学 SSO ログインページ 
 
❸ 図 3  宮城教育大学ユーザ SSO ログインのペー
ジになるので  宮城教育大学ユーザログイン のボタ
ンを押し、図 4 SSO ログインページで本学の ID とパス
ワードを入力すると、 
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❹図 5 Moodle 出席確認コースが閲覧できる。このと
きの IP アドレスが出席確認の記録として使われる。 
 





が表示されるので 私を登録する のボタンを押す。 
 
 
図 6 登録オプション「自己登録（学生）」の画面 
 







・ アクセスポイントの利用記録同期に 5 分 
・ 閲覧直後の Wi-Fi 断で、現在位置が不明 
・ 携帯キャリア各社の電波経由でアクセス 







1. 出欠確認作業は 1 端末あたり 10 秒かかる。 
100 人の受講者がいる場合、出席確認コース
閲覧後、表示まで 15 分程度かかる。 
 












には、① Wi-Fi をオフにした後、オンに戻す... 




























7. 他大学でも利用できる Wi-Fi eduroam を使っ
ている状態の人は、Wi-Fi を miyakyo-up に変
更し、再度コースを閲覧する。 
 
















出席検出時間は、授業前 20 分と授業後 10 分の余
裕を見ているが、出席確認の操作は、授業が始まっ
てから行うように指示が必要である。 
表 8 出席状況報告メール 
Date: Mon, 18 Dec 2017 13:20:01 +0900 












表 9 履修データ形式 
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